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認知症の人の同意能力をどう評価するか困った経験はないでしょうか？認知機能低下のため医療行為

を受けるか受けないか自分で判断することが難しくなった方に対して、どのように医療を提供するかが医

療現場にとって大きな課題となっています。今回は医療同意能力の考え方と本人の意思決定を支援する

方法についてお伝えします。                  
医療行為の同意には①理解②認識③論理的思考

④選択の表明の４要素が必要です。認知症の場合は選択の

表明だけが保たれていて、理解せずに同意することがないよ

うに、本人の理解の程度を確かめ、一度本人の言葉で説明し

てもらうことが一番有効です。   
医療に関して慣れない説明を受けて、意思決定を

迫られたら、「急に尋ねられても答えられない」「ゆっくり考え

る時間が欲しい」など誰でも戸惑いや不安な気持ちになりま

す。本人の気持ちに寄り添い、信頼関係を構築することを大

切にしましょう。    
高齢者の多くに加齢性難聴による聞こえの

悪さや、白内障による視力の低下など感覚の障害が

見られます。理解を助ける方法として、聴覚や視覚

を補うために眼鏡や補聴器を使用することが有効で

す。認知症が軽度の場合は、最初のステップとして、

本人にわかりやすく説明することで有効な同意が得

られる場合があります。認知症が中等度～重度の場

合は、本人の意向が推測できる情報を集め、家族、

介護関係者からの情報も総合して本人の意向に沿

った治療の選択ができるよう工夫しましょう。  
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医療同意能力とは 
本人の気持ちに目を向けてみよう 
本人の理解を促し、意思を汲みとる工夫 


